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丹
後
国
宮
津
藩
に
お
け
る
寺
社
へ
の
触
伝
達　

―
智
恩
寺
文
書
を
素
材
に
―

稲
穂　
　

将
士

は
じ
め
に

天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
に
宮
津
城
下
の
成
就
院
の
僧
頼
元
が
作
成
し
た
「
丹

後
国
寺
社
帳
」
に
よ
る
と
、
丹
後
国
内
に
は
三
七
三
の
寺
社
が
存
在
し
た
と
伝
わ

る1

。
本
稿
で
は
、
こ
の
う
ち
宮
津
藩
領
内
に
存
し
た
寺
社
へ
の
触
伝
達
の
様
相

を
明
ら
か
に
し
た
い
。

関
ヶ
原
の
戦
い
の
後
、慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
に
京
極
高
知
が
宮
津
に
入
り
、

丹
後
一
国
（
一
二
万
三
二
〇
〇
石
）
を
領
有
し
て
い
た
が
、
高
知
没
後
、
三
人
の

子
に
領
地
が
分
け
ら
れ
て
、
宮
津
（
七
万
八
二
〇
〇
石
）・
田
辺
（
三
万
五
〇
〇
〇

石
）・
峰
山
（
一
万
三
〇
〇
〇
石
）
の
三
藩
が
分
立
す
る
。
そ
の
後
、
享
保
二
十

年
（
一
七
三
五
）
に
久
美
浜
代
官
所
が
設
置
さ
れ
、
以
後
丹
後
国
は
、
三
藩
一
代

官
所
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
、
明
治
に
至
る
。

峰
山
藩
は
三
藩
分
立
時
か
ら
明
治
ま
で
、
京
極
高
通
を
祖
と
す
る
京
極
家
が

一
貫
し
て
支
配
し
、
田
辺
藩
に
は
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
に
牧
野
親
成
が
入

り
、
以
後
牧
野
家
に
よ
る
支
配
と
な
る
。
一
方
、
宮
津
藩
は
、
高
知
の
孫
・
高
国

の
代
に
改
易
さ
れ
、
以
後
幕
領
→
永
井
家
（
七
万
三
八
〇
〇
石
）
→
幕
領
→
阿
部

家
（
九
万
九
〇
〇
〇
石
）
→
奥
平
家
（
九
万
石
）
→
青
山
家
（
四
万
八
〇
〇
〇
石
）

と
推
移
す
る
。
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
に
本
庄
資
昌
が
七
万
石
（
内
一
万
石
は

近
江
国
）
で
宮
津
に
入
り
、以
降
明
治
ま
で
本
庄
家
に
よ
る
支
配
と
な
る
。
な
お
、

久
美
浜
代
官
所
が
支
配
す
る
幕
領
は
、
宮
津
藩
に
入
る
大
名
の
石
高
に
よ
っ
て
増

減
し
、
最
終
的
に
は
四
万
石
余
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
三
藩
一
代
官
所
の
領

地
は
一
円
的
で
な
く
、
所
領
が
錯
綜
す
る
地
域
も
あ
り
、
相
給
村
も
存
在
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
近
世
丹
後
国
は
や
や
複
雑
な
所
領
配
置
と
な
っ
て
い
る
が
、

係
る
状
況
に
お
い
て
、
触
伝
達
が
ど
の
よ
う
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
の
か
を
考
え

た
い
。
丹
後
国
の
触
伝
達
に
つ
い
て
は
、
水
本
邦
彦
氏
に
よ
る
浦
触
に
関
す
る
先

論2

が
あ
る
。
た
だ
し
、
浦
触
は
「
浦
や
海
辺
村
を
直
接
宛
所
に
掲
げ
、
浦
継
ぎ
・

村
継
ぎ
の
順
達
を
指
示
さ
れ
た
所
領
横
断
の
海
事
関
係
触
（
傍
線
著
者
）」3

と
定

義
さ
れ
る
も
の
で
、海
沿
い
で
回
達
さ
れ
る
や
や
特
殊
な
触
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、

宮
津
藩
領
内
の
寺
院
、
主
に
天
橋
立
の
付
け
根
に
所
在
す
る
天
橋
山
智
恩
寺
の
史

料
を
素
材
に
分
析
を
進
め
、
よ
り
日
常
的
な
触
伝
達
の
様
子
を
検
討
す
る
。

一　

触
伝
達
ル
ー
ト
の
変
遷

智
恩
寺
の
御
用
留
は
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
以
降
の
記
録
し
か
な
い
が
、
他

の
寺
院
の
史
料
か
ら
そ
れ
以
前
の
触
伝
達
の
様
子
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

【
史
料
１
】「
御
上
使
諸
事
留
」（
智
源
寺
文
書
）4　

※
丸
数
字
は
筆
者
に
よ
る
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①
一��
京
極
古
丹
後
守
高
広
公
時
代
、
宮
津
町
分
之
寺
中
ハ
、
小
散
田
ナ
ル
ユ
ヘ
、

　
　

郡
奉
行
〈
西
脇
助
左
衛
門
／
草
間
作
右
衛
門
〉
右
両
人
寺
社
奉
行
ヲ
兼
候
得

　
　

而
相
勤
ラ
ル
、尤
惣
寺
中
江
触
渡
等
之
儀
、此
両
人
ヨ
リ
以
使
者
、其
院
々
々

　
　

江
被
申
渡
ル

（
中
略
）

②
一
京
極
後
丹
後
守
高
国
公
時
代
ハ
、
町
奉
行
〈
品
川
次
郎
左
衛
門
／
中
村
六
兵

　
　

衛
〉
寺
社
奉
行
ヲ
兼
候
而
、
触
渡
等
ハ
町
足
軽
ヲ
以
、
其
院
々
々
江
被
申
渡

本
史
料
は
、
宮
津
城
下
町
南
側
に
位
置
す
る
智
源
寺
の
も
の
で
、
寛
文
六
年

（
一
六
六
六
）
の
京
極
高
国
改
易
以
降
、
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
の
宮
津
藩
主

青
山
幸
秀
の
国
入
り
ま
で
の
領
主
に
関
す
る
記
録
が
書
き
継
が
れ
る
。
引
用
箇
所

は
京
極
時
代
の
寺
社
行
政
や
触
伝
達
に
つ
い
て
示
し
た
部
分
で
あ
る
。

①
か
ら
京
極
高
広
の
時
代
、
城
下
町
に
所
在
し
て
い
た
寺
社
は
「
小
散
田
」
で

あ
る
の
で
、
郡
奉
行
が
寺
社
奉
行
を
兼
帯
し
、
郡
奉
行
か
ら
使
者
で
も
っ
て
各
寺

に
触
が
伝
え
ら
れ
た
と
あ
る
。
宮
津
城
下
の
寺
社
の
う
ち
、
智
源
寺
ほ
か
六
ヶ
寺

と
大
久
保
稲
荷
神
社
は
そ
れ
ぞ
れ
所
領
安
堵
を
受
け
て
い
る
が
、
そ
の
領
地
は
城

下
周
辺
村
落
に
宛
行
わ
れ
た5

。「
小
散
田
」
と
は
、
周
辺
村
落
に
寺
社
領
が
散
在

し
て
い
る
状
況
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
京
極
高
国
の
時
代
に
な
る
と
、
②
に

あ
る
よ
う
に
、
町
奉
行
が
寺
社
奉
行
を
兼
帯
す
る
よ
う
に
な
り
、
各
寺
社
へ
の
触

伝
達
は
「
町
足
軽
」
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
触
伝
達
を
お
こ

な
う
主
体
は
変
化
す
る
も
の
の
、
①
②
い
ず
れ
も
「
其
院
々
々
江
被
申
渡
」
と
あ

る
か
ら
、
寺
社
間
を
回
達
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
藩
の
伝
達
者
が
各
寺
社
を
回
っ

て
触
の
内
容
を
伝
え
た
の
だ
ろ
う
。

続
い
て
、
京
極
家
改
易
以
降
の
触
伝
達
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

【
史
料
２
】「
御
上
使
諸
事
留
」（
智
源
寺
文
書
）6

一�

国
中
寺
社
領
、
青
山
大（
幸
利
）膳
殿
・
黒
川
丹（
正
直
）波
守
殿
ヨ
リ
、
如
先
規
被
仰
渡
候

故
、
江
戸
着
之
後
、
以
連
条
御
礼
申
入
候
、
其
節
之
使
僧
九
世
渡
智
恩
寺

ヨ
リ
出
候
故
、
大
膳
亮
殿
・
丹
波
守
殿
ゟ
之
回
章
在
智
恩
寺
、
其
返
書
写

　
　

�

遠
路
御
飛
札
令
拝
見
候
、
今
度
寺
社
領
面
々
手
前
江
如
先
々
并
御
年
貢

米
も
御
除
之
旨
、
江
戸
ゟ
被
仰
越
ニ
付
而
、
御
代
官
衆
被
申
渡
之
由
、

依
之
御
礼
之
趣
令
承
知
候
、
猶
期
後
音
之
節
、
恐
惶
謹
言

　

十
月
十
四
日　
　
　

青
山
大
膳
亮　

書
判

　

府
外

　
　

智
恩
寺

　
　

成
相
寺

　
　

金
剛
心
院

　
　

宗
雲
寺

　

府
内

　
　

智
源
寺

　
　

大
頂
寺

　
　

本
妙
寺

　
　

経
王
寺

　
　

国
清
寺

　
　

仏
性
寺

　
　

宝
性
院
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内
宮
伊
賀
殿

　
　

外
宮
加
賀
殿

　
　

斎
宮
伊
豆
殿

　
　

一
宮
七
兵
衛
殿

　
　

浦
嶋
玄
養
老

　
　
　
　
　
　
　

回
答

　
（
後
略
）

高
国
改
易
後
、
宮
津
藩
領
が
幕
府
に
収
公
さ
れ
る
。
こ
の
際
、
こ
れ
ま
で
京

極
家
に
よ
っ
て
安
堵
さ
れ
て
い
た
寺
社
領
は
収
公
が
免
除
さ
れ
た
。【
史
料
２
】は
、

宮
津
藩
領
内
の
寺
社
が
、
収
公
を
担
当
し
た
尼
崎
藩
主
・
青
山
幸
利
や
幕
府
目
付

の
黒
川
正
直
ら
に
対
し
、
収
公
免
除
の
御
礼
を
し
た
際
の
記
事
で
あ
る
。

御
礼
は
江
戸
に
て
行
わ
れ
、
領
地
を
安
堵
さ
れ
て
い
る
寺
社
の
内
、
智
恩
寺

の
使
僧
が
派
遣
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
時
に
青
山
と
黒
川
か
ら
発
給
さ
れ
た

「
回
章
」
が
智
恩
寺
に
あ
り7

、
本
史
料
に
書
き
写
さ
れ
て
い
る
。「
回
章
」
の
辞

書
的
な
意
味
は
、「
二
人
以
上
の
宛
名
人
に
順
次
に
回
覧
し
て
用
件
を
伝
え
る
文

書
」
や
「
返
事
の
書
状
」
で
あ
る
が8

、
本
史
料
の
「
回
章
」
を
前
者
で
解
す
れ

ば
、
所
領
を
安
堵
さ
れ
て
い
る
寺
社
で
書
状
が
回
達
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
詳
し
く
は
次
章
で
検
討
す
る
が
、
智
恩
寺
の
御
用
留
に
書
き
留
め
ら
れ
た

宮
津
藩
の
触
は
、
少
な
く
と
も
在
方
（
本
史
料
中
の
「
府
外
」）
の
寺
社
の
う
ち
、

智
恩
寺
、
成
相
寺
、
金
剛
心
院
、
籠
神
社
に
は
こ
の
宛
名
順
で
回
達
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
ル
ー
ト
は
幕
末
ま
で
続
い
て
い
る
。

本
庄
資
昌
が
宮
津
に
入
部
し
た
際
に
、
智
恩
寺
が
提
出
し
た
寺
格
と
寺
領
の

書
上
帳
に
、
高
国
改
易
後
の
御
礼
の
時
に
や
り
取
り
し
た
書
状
類
に
つ
い
て
、「
尤

当
時
ハ
当
国
寺
社
之
筆
頭
ニ
而
御
座
候
故
、
其
時
之
本
書
不
残
当
寺
ニ
秘
蔵
仕

候
」9

と
記
載
し
て
い
る
。
宮
津
藩
領
の
中
で
最
も
寺
格
が
高
か
っ
た
た
め
、
智
恩

寺
が
代
表
し
て
江
戸
に
向
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
、
智
恩
寺
を
頂
点

と
す
る
寺
社
の
秩
序
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
智
恩
寺
が
回
章
の
宛
所
の
先
頭
と

な
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
状
況
を
反
映
し
た
も
の
で
、
智
恩
寺
を
触
頭
と
す
る
触

伝
達
ル
ー
ト
が
寛
文
六
年
段
階
で
成
立
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
の
城
下
町
寺
院
か
ら
、
町
奉
行
に
対
し

て
出
さ
れ
た
願
書
を
見
る
と
、
寺
社
の
秩
序
に
変
化
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。

【
史
料
３
】「
御
上
使
諸
事
留
」（
智
源
寺
文
書
）10

　
　
　

口
上　

宝
永
五
戊
子
年
三
月

一�

従　

公
儀
諸
事
御
触
渡
之
義
、
当
御
代
町
方
之
寺
中
江
ハ
大
頂
寺
迄
被
仰

出
、
其
上
ニ
而
銘
々
江
被
申
渡
、
致
承
知
判
形
等
仕
差
上
ケ
申
候
、
先
御

代
々
左
様
之
節
ハ
、
直
ニ
御
役
人
中
江
被
召
出
被
仰
付
候
歟
、
又
ハ
書
付

ニ
而
被
仰
渡
候
刻
ハ
、
寺
院
之
内
月
廻
ニ
致
寄
合
仕
候
事
ニ
御
座
候
、
然

所
ニ
当
御
代
諸
事
ニ
付
、大
頂
寺
壱
人
被
引
請
候
儀
御
断
茂
被
申
立
、先
々

ノ
通
ニ
被
致
候
得
と
連
々
申
談
、
別
而
去
々
年
寺
中
何
茂
罷
越
候
得
而
、

先
々
通
御
断
可
被
申
上
と
対
談
仕
候
得
共
、
至
只
今
ニ
左
様
義
も
無
之
、

却
而
近
年
ハ
対
寺
中
間
々
無
遠
慮
成
仕
形
ニ
茂
及
儀
御
座
候
間
、
向
後
御

用
之
節
ハ
、
先
規
之
通
被
仰
付
度
奉
願
事

一�
先
御
代
当
方
菩
提
所
底
ニ
御
頼
被
成
候
ニ
付
、
正
月
年
礼
於
御
城
ニ
申
上

候
刻
ハ
、
右
之
手
寄
故
大
頂
寺
迄
被
仰
出
、
夫
ゟ
被
申
通
候
迄
ニ
御
座
候

事



93

第二部　公儀触等の伝達研究

一�
諸
事
ニ
付
大
頂
寺
一
人
被
引
請
候
ヘ
者
、
末
ニ
至
触
下
之
格
式
ニ
茂
可
罷

成
儀

　

出
来
可
仕
候
者
、
難
儀
奉
存
候
ニ
付
、
先
規
之
通
御
願
申
上
候
事

右
之
通
被
聞
召
分
被
下
候
ハ
ヽ
、
忝
可
奉
存
候
、
已
上

　
　

子
三
月
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
寿
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

威
性
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
性
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
ヶ
寺
省
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仏
性
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
就
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

智
源
寺

佐
竹
左
五
右
衛
門
殿

和
田
治
部
左
衛
門
殿

元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
に
奥
平
昌
成
が
宮
津
藩
に
入
っ
て
か
ら
、
公
儀
か

ら
町
方
寺
院
へ
の
触
渡
は
大
頂
寺
に
伝
え
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
各
寺
院
に
申
し
渡
さ

れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
は
、
城
下
町
寺
院
が
藩
役
人

に
呼
び
出
さ
れ
て
直
接
触
を
伝
え
ら
れ
る
か
、
あ
る
い
は
書
付
で
も
っ
て
伝
え
ら

れ
る
場
合
は
、月
ご
と
に
開
催
さ
れ
る
寺
院
の
寄
合
で
承
知
し
て
い
た
。【
史
料
３
】

の
願
書
の
趣
旨
は
こ
の
、
大
頂
寺
を
通
じ
て
の
触
伝
達
で
は
な
く
、
そ
れ
ま
で
の

方
法
で
の
触
伝
達
を
願
い
出
る
も
の
で
あ
る
。

引
用
箇
所
の
二
ヶ
条
目
に
よ
れ
ば
、「
先
御
代
」（
＝
阿
部
正
邦
）
の
時
代
に
、

大
頂
寺
が
藩
主
の
菩
提
寺
に
な
り
、
正
月
年
礼
に
関
す
る
藩
か
ら
の
通
知
が
大
頂

寺
を
通
じ
て
町
方
寺
院
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

通
知
方
法
が
、
そ
の
ま
ま
他
の
触
伝
達
に
も
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
三
ヶ
条
目
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
町
方
寺
院
が
大

頂
寺
の
「
触
下
之
格
式
」
と
な
る
か
ら
難
儀
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

「
御
上
使
諸
事
留
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
出
願
の
後
も
し
ば
ら
く
大
頂
寺
を
通
し

た
触
伝
達
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
が
、
町
方
寺
院
の
再
三
の
願
い
に
よ
り
、
翌
年

に
は
旧
来
通
り
の
伝
達
方
法
に
戻
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
頂
寺
を
頂
点

と
す
る
宮
津
藩
領
内
の
寺
院
秩
序
は
以
後
も
継
続
し
た
よ
う
で
、
寛
文
六
年
段
階

で
藩
内
の
寺
院
を
代
表
し
て
い
た
智
恩
寺
は
、
宝
暦
九
年
の
史
料
に
「
当
寺
之
寺

格
之
義
ハ
、
只
今
ハ
第
三
番
目
ニ
而
御
座
候
」11

と
あ
っ
た
り
、
明
治
に
作
成
さ
れ

た
宮
津
藩
領
の
寺
社
免
除
高
の
取
調
帳
に
は
、
大
頂
寺
、
智
源
寺
、
智
恩
寺
、
国

清
寺
、
仏
性
寺
、
本
妙
寺
、
如
願
寺
宝
性
院
、
成
相
寺
、
金
剛
心
院
の
順
で
免
除

高
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。12

い
ず
れ
の
史
料
で
も
、
智
恩
寺
は
三
番
目
の
寺

格
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
宝
永
五
年
頃
に
大
頂
寺
が
藩
主
の
菩
提
寺
と
な
っ
て

以
降
、
宮
津
藩
領
内
の
寺
院
秩
序
が
固
定
化
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
近
世
前
半
の
触
伝
達
の
様
子
を
概
観
し
た
。
判
然
と
し
な
い
が
、
在

方
は
智
恩
寺
、
成
相
寺
、
籠
神
社
と
順
に
回
達
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
こ

ち
ら
に
つ
い
て
は
、
幕
末
ま
で
こ
の
ル
ー
ト
が
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一

方
、
城
下
町
寺
院
に
対
し
て
は
、
各
寺
院
が
集
ま
っ
た
状
態
（
呼
出
も
し
く
は
月

一
回
の
寄
合
）
で
伝
達
さ
れ
る
と
い
う
形
態
が
取
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し

か
し
、
近
世
を
通
じ
て
こ
の
方
法
が
と
ら
れ
た
の
か
、
ま
た
、
神
社
に
対
し
て
は

ど
の
よ
う
に
伝
達
さ
れ
て
い
た
の
か
は
、
現
状
で
明
ら
か
に
し
得
な
い
。



94

第二部　公儀触等の伝達研究

二　

智
恩
寺
に
回
達
さ
れ
た
触

智
恩
寺
に
は
「
公
用
法
用
諸
般
記
録
」
や
「
公
用
案
牘
」
な
ど
と
題
さ
れ
た
、

い
わ
ゆ
る
「
御
用
留
」
が
二
五
冊
現
存
し
て
お
り
、
断
片
的
な
が
ら
も
延
享
二
年

（
一
七
四
五
）
か
ら
幕
末
ま
で
の
約
百
二
十
年
分
の
記
録
が
残
る
。
内
容
を
通
覧

す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
が
智
恩
寺
や
門
前
集
落
か
ら
藩
に
提
出
す
る
諸
願
書
類
で
あ

る
が
、
触
も
二
〇
〇
通
ほ
ど
確
認
で
き
る
。
触
の
多
く
は
次
の
よ
う
に
、
宮
津
藩

寺
社
奉
行
か
ら
発
出
さ
れ
る
。

【
史
料
４
】「
廻
文
之
写
」（
智
恩
寺
文
書F-1-11

）

以
廻
状
申
達
候
従
公
義
左
之
通
被
仰
出
候

　
　
　

戸
田
采
女
正
殿
御
渡
御
書
付

上
総
国
・
下
総
国
村
々
百
姓
共
、
日
蓮
不
受
不
施
之
専
法
ヲ
習
請
、
其
身
者

勿
論
人
ニ
茂
勧
メ
、
御
仕
置
相
成
候
者
も
有
之
、
及
近
年
候
而
も
不
受
不
施

之
僧
俗
重
科
被
行
処
、（
中
略
）
万
一
申
勧
メ
候
者
於
有
之
、
其
所
之
奉
行

所
并
ニ
代
官
又
者
領
主
地
頭
江
早
々
可
申
来
候

　
　

九
月

　

�

右
之
通
被　

仰
出
候
付
、
御
承
知
可
有
候
、
廻
状
順
達
留
ゟ
本
多
万
助
役

所
江
返
却
可
有
之
候
、
以
上

　
　

辰
二
月
六
日　
　
　
　
　
　
　

寺
社
役
所

　
　
　
　

智
恩
寺

　
　
　
　

成
相
寺

　
　
　
　

金
剛
心
院

不
受
不
施
派
を
禁
止
す
る
幕
府
触
は
近
世
を
通
じ
て
し
ば
し
ば
出
さ
れ
る
が
、

【
史
料
４
】
は
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
に
老
中
・
戸
田
氏
教
か
ら
発
出
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
本
史
料
中
で
は
九
月
に
発
出
さ
れ
た
と
あ
る
が
、『
御
触
書
天
保

集
成　

下
』
所
収
の
同
触
は
八
月
に
発
出
さ
れ
て
い
る13

。

幕
府
か
ら
発
出
さ
れ
た
こ
の
触
は
、
翌
年
二
月
に
、
宮
津
藩
寺
社
役
所
か
ら

智
恩
寺
以
下
在
方
寺
院
に
伝
え
ら
れ
た
。「
廻
状
順
達
留
ゟ
本
多
万
助
役
所
江
返

却
」
と
あ
る
か
ら
、
各
寺
院
が
集
め
ら
れ
て
の
伝
達
で
は
な
く
、
廻
状
が
順
達
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
廻
状
は
「
本
多
万
助
役
所
」
へ
返
却
と
あ
る
が
、
こ

の
触
の
直
前
に
発
出
さ
れ
た
藩
役
人
の
交
代
を
通
知
す
る
藩
の
触
か
ら
、
本
多
万

助
は
寺
社
奉
行
大
目
付
と
わ
か
る
。

藩
か
ら
在
方
寺
院
へ
発
出
さ
れ
る
触
は
、
こ
の
よ
う
な
幕
府
触
が
し
ば
し
ば

見
ら
れ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
は
藩
主
の
動
向
や
藩
役
人
の
任
免
、
藩
の
諸
政
策
を
伝

え
る
藩
触
で
あ
る
。
幕
府
触
お
よ
び
藩
触
は
、
智
恩
寺
、
成
相
寺
、
金
剛
心
院
の

順
で
宛
所
が
書
き
写
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
寛
政
七
年
一
二
月
の
木
村
万
助
ほ

か
の
藩
役
人
を
任
命
を
通
知
す
る
藩
触
の
宛
所
に
は
、こ
の
三
ヶ
寺
の
ほ
か
に「
海

部
土
佐
殿
」
と
み
え
る
。
海
部
土
佐
は
、
智
恩
寺
と
天
橋
立
を
隔
て
た
対
岸
に
位

置
す
る
籠
神
社
の
宮
司
で
あ
る
。
ま
た
、時
代
は
降
る
が
、慶
応
二
年（
一
八
六
六
）

の
徳
川
家
茂
の
薨
去
を
伝
え
る
幕
府
触
の
宛
所
は
「
智
恩
寺
、
成
相
寺
、
先
々
」

と
あ
る
。
廻
状
の
原
本
や
、
宛
所
が
完
全
に
書
き
写
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
御
用
留

等
が
現
状
で
確
認
で
き
な
い
た
め
、
詳
細
な
ル
ー
ト
は
不
明
な
も
の
の
、
少
な
く

と
も
智
恩
寺
、
成
相
寺
、
金
剛
心
院
、
籠
神
社
の
順
で
、
触
が
伝
達
さ
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。

智
恩
寺
の
御
用
留
に
記
録
さ
れ
た
触
は
、
基
本
的
に
宮
津
藩
か
ら
発
出
さ
れ
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る
も
の
で
あ
る
が
、
智
恩
寺
が
属
す
る
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
本
山
で
あ
る
、
妙
心

寺
か
ら
の
触
も
い
く
つ
か
確
認
で
き
る
。

【
史
料
５
】「
公
用
法
用
諸
般
記
録
」（
智
恩
寺
文
書G-2-27

）

衆
議
啓

今
般
従
江
府
寺
社

御
奉
行
所
並
ニ
当
地

御
奉
行
所
、
僧
儀
慎
之
儀
ニ
付
被

仰
渡
候
御
請
書
之
写
、
本
山
ゟ
も
書
付
相
添
差
遣
之
候
、
又
候
可
被
得
其
意

候
、
不
宜

　

庚
寅
五
月
十
八
日　
　
　
　
　
　

聖
澤
院
宗
淵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

霊
雲
院
智
哲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
海
庵
惟
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
泉
庵
恵
俊

　

丹
後
門
派
中

　
（
中
略
）

今
般
従　

本
山
妙
心
寺
之
触
書
並

公
儀
寺
社　

御
奉
行
所
ゟ
被　

仰
渡
候
御
書
付
之
写
差
出
之
候
間
、
各
寺

■（
尊
カ
）号

名
之
下
ニ
被
■
■
印
形
寺
号
之
左
ニ
御
触
書
之
趣
奉
得
其
意
候
処
、

請
書
廻
状
到
着
日
限
時
尅
書
付
無
遅
滞
順
達
可
有
之
候

　

�

附
、
無
住
之
寺
者
其
等
看
主
或
者
旦
方
庄
屋
中
印
形
之
儀
、
隣
寺
ゟ
指
揮

可
被
遣
候
、
已
上

　

寅
六
月
廿
九
日　
　
　
　
　

智
恩
寺
執
事

　

慈
光
寺
、
禅
海
寺
、
松
源
寺
、
以
下
略
之

幕
府
寺
社
奉
行
か
ら
、
近
年
悪
化
し
て
い
る
僧
侶
の
風
俗
を
正
す
触
が
文
政

一
三
年
（
一
八
三
〇
）
に
発
出
さ
れ
た
。
こ
の
幕
府
触
は
、
江
戸
の
幕
府
寺
社
奉

行
お
よ
び
京
都
町
奉
行
を
通
じ
て
妙
心
寺
へ
伝
わ
っ
た
。
幕
府
寺
社
奉
行
か
ら

は
、
江
戸
の
臨
済
宗
触
頭
寺
院
を
通
じ
て
伝
え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

幕
府
触
は
、
宮
津
藩
寺
社
奉
行
か
ら
伝
え
ら
れ
た
形
跡
は
な
く
、
本
山
で
あ
る
妙

心
寺
か
ら
「
丹
後
門
派
中
」
を
宛
所
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
智
恩
寺
執
事
」

か
ら
「
慈
光
寺
、禅
海
寺
、松
源
寺
、以
下
略
之
」
を
宛
所
に
伝
え
て
い
る
と
あ
る
。

妙
心
寺
か
ら
一
斉
に
丹
後
の
臨
済
宗
妙
心
寺
派
寺
院
に
一
斉
に
伝
え
ら
れ
た
訳
で

は
な
く
、智
恩
寺
を
経
由
し
て
伝
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。慶
安
三
年（
一
六
五
〇
）

の
史
料
に
よ
る
と
、
智
恩
寺
の
末
寺
は
加
佐
郡
を
除
く
丹
後
の
臨
済
宗
妙
心
寺
派

二
〇
ヶ
寺14

で
あ
る
が
、「
以
下
略
之
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
末
寺
に
回
達

さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
智
恩
寺
の
末
寺
の
中
に
は
、
久
美
浜
代

官
所
領
で
あ
る
与
謝
郡
大
島
村
（
現
宮
津
市
）
の
顕
孝
寺
や
中
郡
森
本
村
の
興
勝

寺
、
同
郡
明
田
村
の
高
原
寺
、
熊
野
郡
湊
宮
村
（
以
上
現
京
丹
後
市
）
の
海
隣
寺

が
含
ま
れ
て
い
る
。
妙
心
寺
を
経
由
す
る
触
は
、
僧
侶
の
風
俗
に
関
す
る
も
の
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
以
下
の
よ
う
に
、
藩
を
経
由
す
る
よ
う
な
幕
府
触
も
、
妙

心
寺
を
通
じ
て
智
恩
寺
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

【
史
料
６
】「
妙
心
寺
触
書
」（
智
恩
寺
文
書L-1-8

）

　
　

衆
議
啓

今
般
従
江
府
寺
社　

御
奉
行
所
、
諸
国
新
田
畑
之
儀
ニ
付
、
御
触
書
壱
通
被

成
御
渡
相
触
候
様
被
仰
渡
候
ニ
付
、
則
其
写
壱
通
差
遣
候
条
、
可
被
得
其
意
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候
、
且
此
度
一
宗
衣
体
制
規
之
箇
条
別
紙
書
付
差
遣
之
候
条
、
熟
読
之
上
逐

一
写
置
心
得
違
無
之
様
急
度
可
被
相
守
候
、
勿
論
塔
頭
并
ニ
末
々
者
某
小
本

寺
ゟ
不
洩
様
可
被
申
渡
候
、
不
宜

　
　

庚
申
閏
四
月
廿
日　
　
　
　
　
　

聖
澤
院　

宗
遯
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

霊
雲
院　

紹
拙
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
海
菴　

慈
涅
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
泉
菴　

祖
然
判

寛
政
一
二
年
（
一
八
〇
〇
）
三
月
に
、
諸
国
の
川
の
寄
洲
の
開
発
を
禁
止
す

る
幕
府
触15

が
発
出
さ
れ
る
が
、【
史
料
６
】
は
こ
の
触
と
、
妙
心
寺
派
の
衣
体
規

制
を
触
れ
る
も
の
で
あ
る
。
川
筋
の
寄
洲
開
発
禁
止
の
よ
う
に
、
寺
院
以
外
に
も

触
れ
ら
れ
る
一
般
的
な
幕
府
触
が
、
妙
心
寺
を
通
じ
て
触
れ
ら
れ
る
の
は
あ
ま
り

見
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
一
般
的
な
幕
府
触
は
、
藩
の
寺
社
奉
行
を
通
じ
て
触

れ
る
の
が
通
例
で
あ
ろ
う
。
現
状
で
、
本
事
例
以
外
に
、
一
般
的
な
幕
府
触
が
妙

心
寺
を
経
由
し
て
伝
達
さ
れ
て
い
る
事
例
は
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
触
伝
達
に

多
様
な
ル
ー
ト
が
存
在
し
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

次
の
史
料
も
触
伝
達
の
多
様
性
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

【
史
料
７
】「
公
用
法
用
諸
般
記
録
」（
智
恩
寺
文
書G-2-37

）

安
政
三
丙
辰
年
二
月
廿
八
日
ゟ
廿
九
日
迄
之
内
、
久
美
浜
領
分
寺
院
久
美
浜

表
ニ
呼
出
有
之
候
、
其
儀
御
代
官
ゟ
被
仰
渡
候
儀
ハ
、
此
度
公
儀
ゟ
梵
鐘
御

引
上
之
儀
、
撞
鐘
之
分
ハ
皆
々
御
引
上
ニ
相
成
候
旨
、
但
し
半
鐘
之
分
ハ
御

引
上
無
之
候
間
、
西
国
之
寺
院
可
得
其
意
候
と
申
被
渡
候
、
但
し
有
無
ニ
不

仍
承
知
之
書
上
可
戻
之
事
ニ
御
座
候
、
依
之
皆
々
書
上
奉
候
、
右
ニ
付
而
者

御
引
分
之
寺
院
住
職
之
儀
、
何
年
已
前
何
之
年
何
月
住
職
被
仰
付
候
哉
、
其

節
之
本
寺
証
文
之
写
差
出
旨
被
仰
渡
候
間
、
皆
々
其
寺
ゟ
本
寺
証
文
之
写
、

奉
差
上
候

安
政
二
年
（
一
八
五
六
）
一
〇
月
に
、
頻
発
す
る
異
国
船
襲
来
に
備
え
、
諸

国
寺
院
の
梵
鐘
を
大
砲
や
小
銃
に
改
鋳
す
る
た
め
に
徴
集
す
る
旨
の
幕
府
触
が
出

さ
れ
る16

。
宮
津
藩
領
内
に
は
、
寺
社
奉
行
を
通
じ
て
一
一
月
に
触
れ
ら
れ
て
い

る
が
、【
史
料
７
】
は
そ
の
翌
年
二
月
の
記
録
で
あ
る
。
幕
府
触
本
体
は
宮
津
藩

と
同
じ
時
期
に
伝
達
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
久
美
浜
代
官
所
で
は
、
領
内

寺
院
を
集
め
、
梵
鐘
は
徴
集
さ
れ
る
が
、
半
鐘
は
こ
の
限
り
で
な
い
と
い
う
こ
と

が
改
め
て
伝
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
智
恩
寺
の
末
寺
の
中
に
は
久
美
浜
代
官
所

の
臨
済
宗
妙
心
寺
派
寺
院
が
含
ま
れ
る
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
本
来
の
触
伝
達
と
異

な
る
情
報
ル
ー
ト
が
存
在
す
る
こ
と
は
注
目
し
た
い
。

お
わ
り
に

以
上
、
一
七
世
紀
後
半
か
ら
幕
末
ま
で
の
宮
津
藩
領
内
の
触
伝
達
に
つ
い
て

検
討
し
た
。
一
で
は
、
主
に
本
庄
資
昌
入
部
以
前
の
触
伝
達
の
様
子
を
断
片
的
な

が
ら
確
認
し
た
。【
史
料
２
】
か
ら
、
智
恩
寺
を
先
頭
に
、
幕
府
役
人
か
ら
の
書

状
が
宮
津
藩
領
内
に
回
達
さ
れ
て
お
り
、
智
恩
寺
が
触
頭
の
機
能
を
果
た
し
て
い

る
可
能
性
が
窺
え
た
。
一
方
、【
史
料
１
】【
史
料
３
】
を
見
て
み
る
と
、
城
下
町

寺
院
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
藩
が
各
寺
院
を
呼
び
出
し
て
触
の
内
容
が
伝
達

さ
れ
る
か
、
書
付
で
も
っ
て
触
が
伝
え
ら
れ
る
場
合
は
、
毎
月
開
催
さ
れ
る
城
下

町
寺
院
の
寄
合
で
触
の
内
容
を
共
有
す
る
と
い
う
方
法
が
採
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
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【
註
】

1�

宮
津
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
宮
津
市
史
』
通
史
編
下
巻
（
宮
津
市
役
所
、二
〇
〇
四
年
。
以
下
『
宮

津
市
史
』
は
『
市
史
』
と
略
す
。）
二
九
三

―
二
九
六
頁
。

2�

水
本
邦
彦
「〈
浦
触
〉
と
丹
後
の
浦
々
」（
山
田
洋
一
・
東
昇
編
『
京
都
府
立
大
学
文
化
遺
産
叢
書

第
二
六
集　

京
丹
後
市
久
美
浜
町
太
刀
宮
文
書
（
久
美
浜
代
官
所
郡
中
代
等
文
書
）・
佐
治
家
資

料
調
査
と
御
用
留
横
断
研
究
』（
京
都
府
立
大
学
文
学
部
歴
史
学
科
、
二
〇
二
二
年
）。
初
出
は

一
九
九
四
年
）。

3�

水
本
邦
彦
『
海
辺
を
行
き
交
う
お
触
れ
書
き　

浦
触
の
語
る
徳
川
情
報
網
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
九
年
）、
一
四
頁
。

4
『
市
史
』
史
料
編
第
三
巻
、
二
四
〇
号
。

5
『
市
史
』
本
文
編
下
巻
、
二
九
六
頁
。

6
『
市
史
』
史
料
編
第
三
巻
、
二
四
〇
号
。

7�

実
見
し
て
い
な
い
た
め
正
文
か
写
し
か
判
然
と
し
な
い
が
、
智
恩
寺
文
書
の
中
に
は
こ
の
回
章
が

現
存
し
て
い
る
（『
市
史
』
史
料
編
第
三
巻
、
四
三
号
）。

8
小
学
館
国
語
辞
典
編
集
部
編
『
日
本
国
語
大
辞
典　

精
選
版
』（
小
学
館
、
二
〇
〇
六
年
）。

9
「
智
恩
寺
寺
格
并
山
林
境
内
寺
領
等
書
上
」（『
市
史
』
史
料
編
第
三
巻
、
四
六
号
）。

10
『
市
史
』
史
料
編
第
三
巻
、
二
四
〇
号
。

11
前
掲
註
９
「
智
恩
寺
寺
格
并
山
林
境
内
寺
領
等
書
上
」

12 「
社
寺
免
除
高
取
調
帳
」（『
市
史
』
史
料
編
第
三
巻
、
二
四
三
号
）。

あ
る
。
以
上
の
内
容
を
ふ
ま
え
る
と
、
在
方
寺
院
と
城
下
町
寺
院
で
は
触
伝
達
の

方
法
が
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
宮
津
藩
側
が
、
藩
主
の
菩
提
寺
で
あ
る
大
頂

寺
に
触
頭
と
し
て
の
機
能
を
し
ば
し
ば
担
わ
せ
よ
う
と
し
た
り
、
寺
院
の
格
が
変

化
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
触
伝
達
の
あ
り
方
が
近
世
を
通
じ
て
維
持

さ
れ
た
か
は
、
引
き
続
き
検
討
を
要
す
る
。

二
で
は
、
智
恩
寺
の
御
用
留
を
素
材
に
、
藩
内
の
寺
院
へ
の
触
伝
達
に
つ
い

て
検
討
し
た
。
基
本
的
に
は
、宮
津
藩
寺
社
奉
行
よ
り
幕
府
触
が
伝
え
ら
れ
る
が
、

僧
侶
の
風
俗
な
ど
、
宗
教
的
な
内
容
に
関
わ
る
場
合
は
本
山
で
あ
る
妙
心
寺
か
ら

幕
府
触
が
伝
達
さ
れ
た
。
し
か
し
、
妙
心
寺
か
ら
一
般
的
な
内
容
の
幕
府
触
が
伝

達
さ
れ
て
い
た
り
、
久
美
浜
代
官
所
領
内
の
情
報
も
入
っ
て
き
た
り
す
る
な
ど
、

断
片
的
な
が
ら
も
情
報
伝
達
の
ル
ー
ト
が
複
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。こ

の
よ
う
な
領
主
を
越
え
た
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
近
年
研
究

が
進
展
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が17

、
丹
後
国
内
に
お
い
て
も
、
水
本
邦
彦
氏

が
紹
介
し
た
よ
う
な
浦
触
以
外
に
も
、
領
主
の
枠
を
越
え
た
複
数
の
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
存
在
し
た
と
い
え
よ
う
。

た
だ
し
、
近
世
丹
後
は
、
当
初
京
極
家
に
よ
る
一
円
支
配
で
あ
っ
た
が
、
三

藩
が
分
立
し
、
所
領
配
置
が
や
や
複
雑
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
情
報
伝
達
ル
ー

ト
も
複
雑
に
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
だ
け
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
は
よ
り
多
様
な

組
織
へ
の
触
伝
達
の
分
析
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
今
回
は
主
に
寺
院
へ
の
触

伝
達
の
分
析
が
主
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
神
社
へ
の
触
伝
達
に
つ
い
て
は
次
の
課

題
と
し
た
い
。

【
謝
辞
】

史
料
の
閲
覧
に
あ
た
っ
て
は
、
智
恩
寺
の
皆
様
に
格
別
の
御
高
配
を
賜
り
ま

し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
京
都
府
文
化
財
保
護
課
主
任
）
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13 『
御
触
書
天
保
集
成　

下
』（
岩
波
書
店
、
一
九
四
一
年
）
六
二
二
二
。

14
「
歴
代
住
持
置
文
」（『
市
史
』
史
料
編
第
三
巻
、
二
四
四
号
）。

15
『
御
触
書
天
保
集
成　

下
』
六
二
四
〇
。

16
『
大
日
本
古
文
書
』
幕
末
外
国
関
係
文
書
之
十
三
（
東
京
帝
国
大
学
、
一
九
二
〇
年
）、
三
八
。

17�

近
年
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
高
部
淑
子
「
日
本
近
世
史
に
お
け
る
情
報
」（『
歴
史
評
論
』

六
三
〇
、二
〇
〇
二
年
）、鴨
頭
俊
宏
『
近
世
の
公
用
交
通
路
を
め
ぐ
る
情
報　

瀬
戸
内
海
を
中
心
に
』

（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
四
年
）
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。



表紙の解説
1 2 3 4

5 6

7 8

（裏） （表）

9

1　触留が多数展示されていた 2023 年「第 49 回愛知県公文書館企画展　新・収蔵資料展　～古文書にみる尾張の町と三河

の村～」の展示風景　山田洋一撮影

2　奈良町の町家をイメージした奈良市史料保存館の外観　山田洋一撮影

3　道標「古文書館通り」と川下りの船（船頭さんが「ここ ( 建物 ) は柳川の古文書館」と説明されていた）　山田洋一撮影

4　柳川古文書館の外観　山田洋一撮影

5　仙台伊達家領大肝入（大庄屋）吉田家文書の天保13年（1842）「定留」(御用留)の表紙（2011年東日本大震災の大津波で被災、

その後修復）　陸前高田市教育委員会提供　＊別表No.16、コラム１参照

6　地元の実業家が古物商から買い戻し大正10年（1921）に当時の小松町に寄贈された天保13年 7～ 12月「小松藩会所日記」

の表紙　西条市立図書館小松温芳図書館郷土資料室提供　＊別表No.106 参照

7　戦時中に大阪府立中之島図書館に保管を委託され、大阪大空襲から逃れた天保 13年「御触書承知印形帳」（菊屋町文書）

の表紙　山田洋一撮影　＊別表No.80 参照

8　維新期に散逸した加賀前田家治政資料の書写による収集事業で作成され、のちに寄贈された天保 12～ 14年「郡方御触留

帳」（金沢市立玉川図書館近世史料館所蔵加越能文庫）の表紙　山田洋一撮影　＊別表No.56 参照

9　高田城跡（上越市）に再建された高田城三重櫓　山田洋一撮影
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